










要約:低身長を主訴に来院した小児を対象にアンケート調査を行った。身長が－2SD 以上

の正常範囲の小児に比べて,－2SD 未満の客観的低身長児では,中高校生になると低身長を

恥ずかしいと思い,困っていると答えた者が多く,低身長を将来の心配とする者も多かった。

「障害を持っている」「孤立している」とする自己評価の傾向も目立った。一方,学校を楽

しいと答えた者が大部分で,学校への過剰適応が推測された。以上より,明らかな低身長児

では,親や周囲からの保護がなくなる中学生以降に心理的歪みや葛藤が顕在化しやすいと

推測された。


